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一　本論のねらい
　本論のねらいは戦後日本におけるジョン・ロック研究を概観することにあ
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用した。





















（Anthony Ashley Cooper, 1st Earl of Shaftesbury）の政治活動との関連も検討す
（３） 　戦前日本のロック研究の詳細については、山田「戦前日本におけるジョン・ロック
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しなかったと言うように、第一論の重ねての訳出の必要性は認められず、さ

































へある王制をも廃止しようとは考えない」と述べる。（1949 服部：23 － 24）
鈴木はロックにおける「水平派の思想的遺産」を指摘しつつ、「にもかかわら
ず彼は、なんの疑いもなく君主制を前提」とし、それを「名誉革命の妥協性」








































　「寛容書簡〔第一〕」（Epistola de Tolerantia, 1689、A Letter concerning 








































奨する。（1968 大槻：18 － 20，27，46，60）
　大槻は臨床医としてのロックにもふれ、医学を通じてロックは、経験的観
察や実験という「経験主義の実証的方法」を学んだとする。医学論考の翻訳は、
1969 年に中村恒矩が手がけている。中村はすでに 1963 年に医学者としての
ロックを論じ、医学研究を通じてロックは「世俗的で経験的な世界」を自分











































当る」と考えた。（1951 種瀬：405、1957 種瀬：35 － 40）これを引き継いで
1952 年に浜林は、ロックについて「伝統的な重商主義的目標」を掲げるものの、







ていたとする。（1954c 浜林：87 － 89）
　これに対して、第二の議論を展開したのが羽鳥卓也と田中正司である。羽
鳥は 1953 年にロックの「国民主義的志向」を指摘し、1954 年には彼を「産









































である」という理論に発展したとする。（1953 植木：57 － 60）また永井義雄
























統治目的についても、議論の具体性・積極性を欠く。（1960 中村：94 － 98、
1960 井上：20 － 21）
　第二に、ロックに「自由にして自発的な社会」という教会概念が出てくる
のは、「寛容論」後である。中村はその時期を 1670 年代、井上は 1680 年代の
オランダ滞在中と考える。（1965 中村：86、1961 井上公正：65）
　第三に、ロックの寛容論に「矛盾・理論的混迷」を見る。ロックは教会を「自



















































（1959 大谷：265，270 － 273）
　ロックの宗教論については、鎌井、岡崎、木村伊勢雄の業績に見られるよ
うに、宗教論自体というよりも、寛容論や『統治二論』との関連に力点を置




























の哲学」の源泉となっていった。（1967 河西：12 － 13，24 － 35）
（次号に続く）
（11） 　エドワーズについては、森本あんり監修『ジョナサン・エドワーズ選集』全七巻、
新教出版社が出ている。『人間知性論』からの引用や「全的堕落」にかかわる議論の一
例として、選集のうち、大久保正健『原罪論』（『ジョナサン・エドワーズ選集』第三巻）、
2015 年参照。
